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人
口
減
少
を

　
　

食
い
止
め
る
た
め
に

　

3
月
定
例
会（
第
８
回
定
例
会
）

が
、
２
月
28
日
か
ら
３
月
13
日
ま

で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま

し
た
。
補
正
予
算
３
件
、
令
和
６

年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
提
案
さ

れ
た
議
案
17
件
す
べ
て
を
可
決
し

ま
し
た
。
今
回
の
特
集
で
は
12
月

定
例
会
に
お
い
て
人
口
減
少
・
少

子
化
対
策
調
査
特
別
委
員
会
の
中

間
報
告
で
要
望
し
た
２
点
に
つ
い

て
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

議
案
17
件
す
べ
て
可
決

軽米町人口推移グラフ

Point
３月定例会
　　  ここが

町議会ホームページ

　　　　ＱＲコード▶

ぎかいの視点

求められる若者住宅とは
　子育てしやすい環境で、家庭菜
園を家族で楽しめて、ペットが飼
える環境。そこから八戸市、二戸
市などに通勤する。そんな若者住
宅が必要であると思う。早急に期
待する。

　鳥獣の急激な増加に伴い被害が
拡大しており、町民の課題になっ
ている。
　町民と連携を図りスムーズな対
応、対策を望む。

　

今
年
度
、
老
朽
化
し
た

青
少
年
ホ
ー
ム
を
解
体
、

更
地
に
す
る
予
算
を
計
上

し
た
。

　

町
営
住
宅
整
備
も
一
段

落
し
た
の
で
、
例
え
ば
、

若
者
住
宅
整
備
を
す
る
目

的
で
利
用
し
た
い
と
い
う

考
え
も
あ
る
。
跡
地
活
用

に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。

跡
地
の
活
用

　

今
ま
で
は
、
鳥
獣
対
策
は

町
民
生
活
課
と
産
業
振
興
課

で
窓
口
が
２
つ
に
分
か
れ
て

い
た
。
令
和
６
年
度
か
ら
有

害
鳥
獣
の
被
害
に
い
ち
早
く

対
応
す
る
た
め
、
窓
口
を
一

元
化
と
し
、
産
業
振
興
課
で

対
応
し
て
い
く
。

　

令
和
６
年
度
予
算
は
熊
、

イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ

等
の
大
型
獣
に
よ
る
被
害

の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、増
額
計
上
し
た
。

具
体
的
に
は
見
回
り
の
費

用
弁
償
、
轟
音
玉
、
忌
避

剤
、
猟
友
会
へ
貸
与
す
る

く
く
り
わ
な
の
購
入
を
予

定
し
て
い
る
。

鳥
獣
被
害
窓
口
の
一
元
化

解体予定の青少年ホーム

電気柵

イノシシ（※町内のイノシシではありません）

（
１
）
若
者
定
住
対
策
を
推
進
し
、

若
者
世
代
用
住
宅
建
設
の
た
め
の

予
算
措
置
、
併
せ
て
移
住
支
援
専

門
員
を
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
求

め
、
移
住
・
定
住
対
策
を
強
力
に

推
進
す
る
こ
と
。

（
２
）
鳥
獣
被
害
対
策
を
強
化
し
、

農
業
後
継
者
が
安
心
し
て
、
農
業

従
事
で
き
る
環
境
整
備
に
努
め
る

こ
と
。

12
月
定
例
会
で
の
要
望
内
容

鳥獣被害の増加
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予算審議

暮らしと
　　　福祉

ぎかいの視点

高齢者の仲間づくり
地域活動の活性化に

　高齢化が進む現代、地域における老
人クラブは重要な活動と思われるが、
各地区で解散が相次いでいる。
　高齢者の年代層、元気度の幅の拡が
り、老人という言葉への反感がある一
方、老人クラブの活動を期待し、楽し
みにしている人たちも多い。楽しみが
少ない一人暮らし、福祉に頼る社会よ
り、行政主導で、高齢者の仲間づくり
を進め、生きがいと自立で、地域活動
の活性化を目指すことも重要なまちづ
くりではないか。

53万円老人クラブ運営費補助金

　　高齢化社会であるのに老人クラブの

活動が少なくなっている。現在の老人ク

ラブの実態はどのような状況か伺う。

問

　　以前は各行政区に１つずつある組織

であった。現在は年齢が上がっても現役

の方が増えたため会員が増えず、老人ク

ラブが減っていくという状況である。老

人クラブ活動が希薄になっていることか

ら、代わりになるような事業の実施に努

めていきたい。

答

宇漢米館利用促進キャンペーン

　　宇漢米館を発着とする盛岡市と東京

都の高速バス利用者への商品券配布は令

和６年度は実施しないのか。また令和５

年度の実績を教えてほしい。

問

　　令和5年度の宇漢米館利用促進キャ

ンペーンは 12 月から始めて２月末時

点で金額は 14 万４千円、申請者の数は

71 名となっている。令和６年度はオー

プニングイヤーという位置づけとなって

おり、丸１年の 12 月まで実施したいと

考えて予算を計上している。

答

さわやかカップル祝い金

88万円
　　毎年のように老人福祉センターの入

浴施設の修繕料があると思うが、現状を

伺う。

問

　　老人福祉センターの入浴施設は何度

か改修を行っているが、今回はろ過装置

の部分についての改修となっている。業

者の都合もあり、令和６年度予算に計上

した。

答

　　しばらく敬老会を開催していない

が、令和６年度は実施する予定はあるか。

問

　　会場に集めて開催した場合来た人の

みにしか記念品が用意できないので、公

平性からも全員に特産品配布の方が良い

と考える。そのため令和 6 年度も対象

者全員に町特産品を配布することで考え

ている。

答

かるまい文化交流センターバス待合室

60万円

特産品（例）

社会福祉施設費修繕料

老人福祉センターの入浴施設修繕

高速バス利用者へ商品券

老人クラブ活動が希薄傾向

敬老会に代えて特産品を配布

150万円さわやかカップル祝金

　　昨年１年間でのさわやかカップル祝

金の実績を伺う。また当初予算 150 万

円は何組を想定しているのか。

問

　　令和４年度は９件である。現在商品

券５万円と現金５万円を合わせて 10 万

円の給付を実施している。また期待値を

込めて 15 組の予算を計上している。

答

15 組の予算計上

老人福祉センター入浴施設
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ふるさと納税推進事業

　　ふるさと納税がどのように使われて

いるのか町民の方に紹介されていないた

め周知をするべきである。またふるさと

納税をしていただいた方へ広報かるまい

等を送付し、軽米町の状況を知らせてみ

てはいかがか。

問

　　ふるさと納税の使途はホームページ

では公開している状況である。寄付して

いただく際にどの事業に使うか選べるよ

うな仕組みである。またふるさと納税を

活用した方への広報かるまい等の送付は

実施していないため、今後検討をしてい

きたい。

答

1,567万円
　　大会出場補助について県大会や東北

大会に行くときの交通費は、現状どの程

度を補助しているのか。

問

　　令和５年度はＪＲ等の運行３分の２

を支援、終日貸し切りのバスやタクシー

の借上げ料の３分の２を支援、臨時の移

動タクシー等の借上げ料の３分の２を支

援していたが、令和６年度からは全額支

援していきたい。

答

体験会業務委託料

　　ロボットを活用したプログラミング

とあるが、内容はＡＩということなのか。
問

　　想定しているのはソフトバンク社の

ペッパー君というロボットにパソコンで

プログラムを組むことで動きを与えたり

するプログラミング体験教室を行うこと

を目的として予算を確保している。

答

令和 5 年度プログラミング体験教室

総務・教育
1,850万円

貸切バス（イメージ）

　　投票区の見直しが課題となっている

が、進捗はどうなっているか。

問

　　町村合併以来投票区の変更はなかっ

た。令和６年度に見直しをするというこ

とで見直し案を作成している。また正式

に決定したら町民の皆様への説明を実施

していきたいと考えている。

答

プログラミング体験教室

令和６年度から全額支援

投票区の見直し

ふるさと納税の使途
ぎかいの視点

宇漢米館の活用

 　「宇漢米館」は開館以来、各団体の
事業、イベント等が開催され、予想以
上に多くの人に利用されています。
　令和 6 年度も様々な事業を予定し
ており、町の拠点として使用されるこ
とが期待されます。こぞって町民の皆
さまのご参加をお願いします。

文化コンサート

岩手県にゆかりのある著名
な歌手や文化協会所属団体
の活動内容に関係する歌手
などを招へいしコンサート
を開催

500 万円

演劇公演
劇団などを招へいし公演を
行う。また、町内団体への
演技指導等も併せて開催

176 万円

自主演劇公演
町文化協会主催による町民
主体の演劇公演を開催 120 万円

映画上映会

子ども向けの映画上映会の
開催（年２回実施） 61 万円

一般向けの映画上映会の開
催（年４回実施） 123 万円

ふるさと納税

92万円

かるまい文化交流センター開館記念
社会教育団体実施事業補助金 980万円

補助金の内訳

　　かるまい文化交流センターの活性化

ということで、様々な事業を予算化して

いるが、その内容はどうなっているか。

問

　　様々な団体の育成、それから活動の

強化といった部分に繋がることを想定し

て助成をしていきたい。

答

岩手県立軽米高等学校
教育振興会事業費補助金
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産業振興
商工観光

雪谷川ダムフォリストパーク・軽米消耗品費 436万円
　　雪谷川ダムフォリストパーク・軽米

管理運営費の中の消耗品費の金額が大き

いが、内容はどうなっているか。

問

　　ほとんどが令和 6 年度用のチュー

リップ球根の購入費となっている。

答

　　どういった内容の委託料なのか教え

てほしい。

問

　　二戸管内の４市町村で行っている。

職場への馴染みや、初期離職につながら

ないように研修会を開催する委託料であ

る。管内の事業所総数を軽米町内の事業

所数で割った割合に応じて委託料を負担

するもの。

答

　　農地判定にドローンを活用している

のか。また回数はどのくらいか。

問

　　令和４年にドローンを導入したが、

風に流されやすいためうまくドローンを

活用できていない。今後問題点を改善し

ながら活用していきたい。

答

チューリップの球根購入費

初期離職防止

農地判定にドローン活用

町内各山車団

ぎかいの視点

仕事場の確保
　軽米町の人口減少対策には企業誘致
などで仕事場確保が必要だと考える
が、同時に若者住宅などの整備が必要
である。これからの軽米町の政策に期
待する。

軽米秋まつり山車団支援交付金 120万円
　　休止している郷土芸能団体の掘り起

こしの考えはないか。

問

　　郷土芸能団体について参加する人員

を集めるのが大変難しくなっていること

もあり掘り起こしは厳しいと思われる。

答

郷土芸能団体の掘り起こし

雪谷川ダムフォリストパーク・軽米

さるなし振興事業委託料 199万円
　　新たな商品開発等を実施している

が、さるなしの生産量は追いついている

のか。

問

　　生産量は年によって変動するが、平

均して６ｔ程度の収量となっている。現

在のさるなし製品を作る部分は十分間に

合っている。ただ大量にさるなしを使う

ような製品を開発しての販売は今の現状

だと厳しい。

答

安定したさるなしの収量を農地判定に活用されるドローン

若年者定着促進事業業務委託料 40万円

さるなしの果実

さるなしの安定生産
　さるなしの安定生産には商品開発と
販路拡大が必要。森と水とチューリッ
プフェスティバルのような交流人口が
増え、町がにぎわうイベント企画が必
要だと考えられる。
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 　 　　　討論と臨時会次は

雪谷川河川敷桜管理委託料 98万円
　　雪谷川沿いの桜の木について、上流

の整備も続けてほしいが、下流のてんぐ

巣病の木の伐採も考えてほしい。

問

　　昨年度から桜の管理を行っており、

令和６年度も予算計上している。てんぐ

巣病と道路に支障のある箇所の伐採を予

定している。継続して環境美化を図って

いきたい。

答

町道等法面・路肩支障木伐採
・草刈り委託料 500万円

　　草刈りや支障木伐採ということで大

きい金額だが、業者のみの委託料なのか。

　　町内の土木業者へ委託する金額と

なっている。交通量の多い箇所、危険な

場所を重点的にお願いしている。

消火栓維持管理負担金 456万円
　　消火栓が緊急時に開栓しないことが

あったそうであるが、どのように点検し

ているのか。

問

　　５年ほど前から業者に委託し消火栓

の点検を実施している。ただ１年にすべ

て点検できる個数ではないので５年かけ

て一巡させて更にまた点検している形で

進めている。

答

消火活動に使用される消火栓

　　消防団員の人手不足が深刻となり、

災害時の対応に苦慮していると感じてい

るが、今後の町の対応を伺う。

問

　　消防団員数は令和５年４月で 365

人となっており、定数から見れば少なく

なっている。報酬の引き上げや災害に従

事した際の活動費、運営費交付金の創設

といった消防団員の待遇の強化に努めて

いる。今後も一層の対策を検討していく。

答

消防団出初式

路肩草刈り作業

継続して環境美化を図る

５年かけて点検を実施

消防団員の確保

道路・消防

雪谷川沿い河川の桜

草刈り

ぎかいの視点

町内の林道整備について
　町道や農道の草刈り等によって維持
管理はされていると思うが、林道は雑
草や支障木などにより車が通れないと
ころもあり整備されていないと感じ
る。山火事などにより消防車が林道を
使用する可能性もある。いざという時
のために道路維持管理も考えてほし
い。

　人口の減少により消防団員の減少が
みられるため、消防団の部を統合を検
討する必要がある。

問

答

消防団について
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可
決

国民保険の向上に反する反　対 医療費の抑制に努めている賛　成

短期保険証を交付するということは国民

保険の向上に反するのではないか。

田
た む ら

村　せつ議員

討
議案第 12 号 令和６年度軽米町国民健康保険特別会計予算

　国民健康保険事業の目

的は健全な運営を確保し

て、社会保障及び国民保

険の向上に寄与すること

を目的とする。３か月の
もに医療費の抑制に努めており、本議案

に賛成とする。

　町当局では、被保険者

数が減少傾向で国保税の

自主財源確保が厳しいな

か、町民の心と身体の健

康づくりに取り組むとと

 審　査

第７回臨時会 ２月９日開催

　第７回臨時会は２月９日に開催され、軽
米町手数料条例の一部改正、上尾田橋橋梁
補修工事に係る変更請負契約、令和５年度
一般会計補正予算（第９号）の計３件を全
員賛成で可決しました。特に一般会計補正
予算（第９号）の物価高騰対応重点支援給
付金では低所得世帯や子育て世帯の負担軽
減を図るということで慎重な審議が行われ
ました。

3,450万円物価高騰対応
重点支援給付金

上尾田橋橋梁補修工事

可
決

更なる負担増に反対反　対 公正公平の確保に努めている賛　成

江
え さ し か

刺家 静
し ず こ

子議員

議案第 14 号 令和６年度軽米町後期高齢者医療特別会計予算

　後期高齢者医療保険料の引き上げは医

療制度を 75 歳で切り分けた意味がなく

本末転倒である。物価高騰で高齢者の生

活が厳しい中、更なる負担増に対して反

対である。　　　　　江刺家静子　議員

　低所得者に対する均等割り額の軽減措

置を実施して、低所得者の保険料負担に

配慮した保険料となっており、公正公平

の確保に努めているため、本議案に賛成

とする。　　　　　　田村せつ　議員

・自然災害に対する町の
　　　　　　　　取り組み

掲載されている質問・回答は要約されてい
ます。全文は町議会ホームページにて公開
しておりますので、ご覧ください。

◀ 町議会ＨＰ
　 QR コード

第８回定例会

一般質問
　７人が登壇

・鳥獣被害対策
・町道路肩管理状況
・若者会議

田
た な か

中　祐
ゆうすけ

典
（15 ページ）

・町の子育て支援と高校支援
・町の農業振興

・居場所「トコかる」の
   　　　　　　　　　今後の運営

・防犯カメラの設置の必要性

・過去の「広報かるまい」
   　　　のＰＤＦデータ保存

中
なかむら

村　正
ま さ し

志
（14 ページ）

茶
ち ゃ や

屋　隆
たかし

（19 ページ）

・自然災害に対する町の取り組み

田
た む ら

村　せつ
（17 ページ）

一般質問とは
・定例会に限り、町政全般に関して質問できます
・質問項目はあらかじめ事前の通告が必要です
・質問者の順番は通告した順番で行われます
・同一項目についての再質問は２回までできます
・時間の制限はありません

・かるまい文化交流センター
　　　　   の裁判の進捗状況

・かるまい文化交流センター
　　　　　　　   の管理運営

・生涯スポーツ振興

西
にしだて

舘　徳
とくまつ

松
（18 ページ）

上
かみやま

山　誠
まこと

（16 ページ）

・かるまい文化交流センター
   　運営と敷地から
   　　排出された廃棄物の裁判

・児童クラブ（学童保育）運営
・学校給食
・令和６年度予算編成 江

え さ し か

刺家 静
し ず こ

子
（20 ページ）

（契約業者：有限会社甲斐建設）
1,200万円

上尾田橋 

論
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一般質問

田
た な か

中　祐
ゆ う す け

典

問鳥獣被害への今後の対策は

組織強化や活動支援を拡充して対応

鳥獣被害対策

町長

一般質問

中
なかむら

村　正
ま さ し

志

問和解での決着はあるのか

裁判所の判断に委ねられている

かるまい文化交流センターの裁判の進捗状況

町長

【
問
】　　
損
害
賠
償
請
求

事
件
の
裁
判
に
つ

い
て
現
状
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
、
ま
た
和
解
で
の

決
着
は
あ
る
の
か
伺
う
。

【
町
長
】　
３
月
25
日
に
追

加
資
料
等
に
係
る
第
９
回

期
日
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

り
行
わ
れ
る
。
町
と
し
て

も
当
初
の
主
張
は
ゆ
る
ぎ

な
い
と
考
え
て
お
り
、
ま

た
相
手
方
の
主
張
も
歩
み

寄
り
を
期
待
で
き
る
状
況

で
は
な
く
、
和
解
を
否
定

す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

裁
判
所
の
判
断
に
委
ね
ら

れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

かるまい文化交流センターの管理運営生涯スポーツの振興
【
問
】　　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ヤ
ー
と
し
て
、

特
別
な
イ
ベ
ン
ト
を
ど
の

よ
う
に
展
開
す
る
の
か
。

【
町
長
】　
町
文
化
協
会
が

主
催
し
て
町
民
劇
、
著
名

な
歌
手
の
招
へ
い
、
演
劇

公
演
、
映
画
上
映
会
な
ど

を
考
え
て
お
り
、
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
開
館
記
念

【
問
】　　
令
和
６
年
度
に

お
け
る
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
振
興
の
具
体
的
事

業
内
容
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
検
討
結
果
の
経
緯

を
含
め
て
伺
う
。

【
教
育
長
】　
人
口
減
少
、

社
会
教
育
団
体
補
助
金

９
８
０
万
８
千
円
を
当
初

予
算
に
計
上
し
て
い
る
。

【
問
】　　
宇
漢
米
館
が
完

成
す
る
ま
で
に
要

し
た
工
事
費
等
及
び
総
事

業
費
を
伺
う
。

【
町
長
】　

物
件
移
転
補
償

費
等
を
含
む
土
地
取
得
費

に
約
１
億
２
千
５
０
０
万

少
子
高
齢
化
な
ど
社
会
情

勢
の
変
化
か
ら
、
活
動
が

集
団
か
ら
個
へ
変
化
し
て

き
て
お
り
、
ニ
ー
ズ
が
多

様
化
す
る
中
で
は
あ
る

が
、
令
和
６
年
度
は
こ
れ

ま
で
実
施
し
て
き
た
事
業

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ヤ
ー
の
展
開
は

令
和
６
年
度
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
内
容
は

町
文
化
協
会
が
主
催
し
て
町
民
劇
な
ど
を
予
定

内
容
を
工
夫
し
て
実
施
可
能
な
事
業
は
継
続
す
る

問問 町
長

教
育
長

宇漢米館

の
内
容
を
改
善
・
工
夫
す

る
こ
と
で
実
施
可
能
な
事

業
は
継
続
し
な
が
ら
、
今

後
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
在

り
方
に
つ
い
て
協
議
し
て

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

町道路肩管理状況若者会議
【
問
】　　
冬
期
間
の
町
道

管
理
を
伺
う
。

【
町
長
】　
積
雪
等
で
通
行

に
支
障
と
な
る
木
や
枝
の

確
認
を
行
い
、
緊
急
性
の

高
い
と
こ
ろ
か
ら
順
次
対

応
し
て
い
る
。

【
問
】　　
若
者
が
町
の
発

展
計
画
を
提
案
実

行
す
る
こ
と
が
重
要
視
さ

れ
て
い
る
が
、
ど
う
か
。

【
町
長
】　
若
者
会
議
の
委

員
や
軽
米
高
校
生
、
役
場

職
員
も
参
加
し
、
町
づ
く

り
の
提
言
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
貴
重
な
意
見
を
伺

う
場
を
継
続
し
た
い
。

【
問
】　　
委
託
作
業
員
で

の
対
応
だ
が
地
区

へ
の
委
託
は
ど
う
か
。

【
町
長
】　

地
区
へ
の
作
業

委
託
は
安
全
管
理
の
た
め

予
定
し
て
い
な
い
が
、
意

向
を
調
査
し
、検
討
す
る
。

町
道
の
管
理
状
況
は

若
者
の
関
わ
り
が
必
要
で
は

状
況
把
握
に
努
め
対
策
を
講
じ
る

貴
重
な
意
見
を
町
政
へ
反
映

問問 町
長

若者会議の様子

【
問
】　　
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
、
猟
友
会

会
員
に
捕
獲
奨
励
事
業
と

し
て
、
く
く
り
罠
な
ど
の

資
材
提
供
、
捕
獲
鳥
獣
の

回
収
業
務
な
ど
、
対
策
を

早
急
に
掲
げ
る
政
策
が
必

要
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】　

組
織
強
化
と
活

動
支
援
を
拡
充
し
て
対
応

い
た
だ
く
た
め
、
ニ
ホ
ン

ジ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
用
く
く

り
罠
の
購
入
費
用
及
び
狩

猟
免
許
取
得
費
補
助
と
猟

銃
等
購
入
補
助
に
要
す
る

過去に設置した罠

経
費
を
計
上
し
て

い
る
。
ま
た
鳥
獣

被
害
防
止
対
策
交

付
金
の
有
効
活
用

に
よ
り
、
捕
獲
活

動
経
費
の
支
援
、

捕
獲
機
材
の
導

入
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術

の
導
入
、
捕
獲
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
構

築
を
検
討
し
て
鳥

獣
被
害
防
止
対
策

を
強
化
す
る
。

【
問
】　　
農
業
従
事
者
の

減
少
に
少
し
で
も

歯
止
め
が
か
か
る
よ
う
に

農
業
共
済
収
入
保
険
の
支

援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】　

保
険
料
に
国
費

負
担
が
あ
る
個
人
の
保
険

で
あ
る
こ
と
、
税
制
上
、

保
険
料
等
が
必
要
経
費
と

し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
、
対
象
が
一
部
の
農
業

者
に
限
ら
れ
る
も
の
と

い
っ
た
諸
事
情
を
考
慮
し

た
上
で
、
他
市
町
村
の
動

向
を
見
て
検
討
し
た
い
。

町
長

円
、
設
計
及
び
監
理

業
務
等
委
託
費
に
約

１
億
４
千
５
０
０
万
円
、

駐
車
場
及
び
関
連
道
路
整

備
等
を
含
む
本
体
建
設
費

に
約
26
億
９
千
２
０
０
万

円
、
備
品
整
備
費
に
約

２
億
８
千
２
０
０
万
円
、

総
額
32
億
４
千
４
０
０
万

円
で
あ
る
。
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一般質問

上
かみやま

山　誠
まこと

問軽米高校存続に向けた支援は

町外の中学校で魅力や活動内容を説明

町の子育て支援と高校支援

町長
田
た む ら

村　せつ　　　　　　

問町の今後の支援は

ステップアップ事業の活用を検討

【
問
】　　
町
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
事
業
支
援
金
は

３
年
で
終
了
す
る
。
今
後

ど
の
よ
う
な
支
援
を
考
え

て
い
る
の
か
。

【
町
長
】　

チ
ャ
レ
ン
ジ
事

業
支
援
金
は
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
事
業
と
し
て
３
年

間
を
限
度
と
し
て
い
る

が
、
今
後
は
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
事
業
と
し
て
継
続

し
た
支
援
が
可
能
で
あ

る
。
子
ど
も
食
堂
な
ど
新

た
な
事
業
の
取
り
組
み
は

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
の

活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

居場所「トコかる」の今後の運営

町長

一般質問

トコかる

【
問
】　　
子
ど
も
食
堂
を

考
え
て
い
る
が
、

今
の
借
家
は
手
狭
で
あ

る
。
旧
図
書
館
を
利
用
し

た
い
が
、
考
え
を
伺
う
。

【
町
長
】　

旧
図
書
館
は
、

電
気
・
水
道
、
施
設
の
保

守
点
検
業
務
等
は
解
約

し
、
経
常
的
な
維
持
管
理

費
を
発
生
さ
せ
な
い
状
態

と
し
て
お
り
、
今
後
の
活

用
予
定
等
は
、
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
を
基
本

と
し
な
が
ら
検
討
を
行

い
、
方
針
を
示
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

【
問
】　　
犯
罪
や
不
正
行

為
を
未
然
に
防

止
、
抑
制
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
高
速
道
路
イ
ン

タ
ー
周
辺
、
役
場
入
口
周

辺
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

し
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】　

犯
罪
を
防
止

し
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
う
え

で
、
街
頭
や
公
共
の
場
所

に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は

協
議
し
て
必
要
性
を
判
断
す
る

問町
長

防犯カメラの設置の必要性

る
こ
と
は
、
被
害
を
未
然

に
防
止
す
る
と
と
も
に
、

犯
罪
の
早
期
解
決
に
一
定

の
効
果
が
あ
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。
例
に
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
場
所
は
、
町

内
外
か
ら
車
の
往
来
が
多

い
場
所
で
も
あ
る
た
め
、

本
町
の
犯
罪
発
生
状
況
等

を
踏
ま
え
、
防
犯
関
係
機

関
と
協
議
を
進
め
、
設
置

の
必
要
性
を
判
断
す
る
。

【
問
】　　
町
の
「
子
育
て

支
援
日
本
一
の
ま

ち
づ
く
り
」
の
成
果
と
、

今
後
の
子
育
て
支
援
と
少

子
化
対
策
を
伺
う
。

【
町
長
】　

子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
め
ご

か
る
」、
か
る
ま
い
文
化

交
流
セ
ン
タ
ー
の
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
「
ピ
ヨ
ピ

ヨ
広
場
」
の
活
動
を
中
心

に
、
結
婚
支
援
事
業
、
子

育
て
世
帯
の
安
定
し
た
生

活
を
支
え
る
各
種
事
業
、

医
療
費
対
策
、
結
婚
、
出

産
等
の
お
祝
い
金
事
業
、

様
々
な
助
成
、
保
育
料
等

の
無
償
化
、
各
種
手
当
、

給
付
金
、
教
育
に
関
す
る

事
業
等
の
既
存
の
支
援
に

加
え
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
や

要
望
、
そ
の
時
々
に
必
要

な
対
策
、
支
援
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
く
。

【
問
】　　
今
後
の
軽
米
高

校
存
続
と
１
学
年

２
学
級
維
持
の
た
め
の
町

の
支
援
を
伺
う
。

【
町
長
】　

軽
米
高
校
の
進

路
実
績
や
ス
ポ
ー
ツ
、
文

化
活
動
で
の
活
躍
、
地
元

企
業
と
協
力
し
た
商
品
開

発
な
ど
生
徒
の
頑
張
り
を

し
っ
か
り
保
護
者
や
生
徒

に
Ｐ
Ｒ
し
、
多
様
化
す
る

進
路
選
択
の
中
で
も
軽
米

高
校
へ
の
入
学
者
の
増
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
支

援
策
の
充
実
強
化
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
軽
米
高
校

教
育
振
興
会
が
行
う
各
種

支
援
へ
の
補
助
を
基
本
と

し
、
そ
の
中
で
更
な
る
効

果
的
な
支
援
策
を
一
緒
に

な
っ
て
考
え
て
い
く
。

えごま畑

【
問
】　　
「
み
ど
り

の
食
料
シ
ス

テ
ム
戦
略
」
実
現
に

向
け
た
町
と
し
て
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

【
町
長
】　

工
芸
作
物

生
産
者
へ
の
生
分
解

性
農
業
資
材
購
入
の

補
助
、
葉
た
ば
こ
生

産
地
力
増
進
対
策
と

し
て
、
立
枯
れ
病
予

有
機
農
業
へ
の
取
り
組
み
は

環
境
負
荷
低
減
へ
の
支
援
を
実
施

問町
長

町の農業振興
岩手県立軽米高校

防
と
合
わ
せ
葉
た
ば
こ
残

幹
を
利
用
し
た
堆
肥
購
入

の
補
助
を
単
独
事
業
で

行
っ
て
い
る
。
国
費
活
用

事
業
で
は
、
環
境
保
全
型

農
業
直
接
支
払
交
付
金
の

有
機
農
業
に
取
り
組
む
２

組
織
を
支
援
し
て
い
る
。

【
問
】　　
有
機
農
業
の
取

り
組
み
拡
大
に
向

け
て
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ

レ
ッ
ジ
を
２
０
３
０
年
ま

で
に
２
０
０
市
町
村
を
目

標
に
し
て
い
る
が
、
町
が

事
業
を
活
用
し
て
取
り
組

む
つ
も
り
な
の
か
伺
う
。

【
町
長
】　

生
産
か
ら
消
費

ま
で
一
貫
し
、
事
業
者
や

地
域
内
外
の
住
民
を
巻
き

込
ん
だ
体
制
づ
く
り
が
重

要
で
あ
る
た
め
現
段
階
で

は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ

ジ
に
取
り
組
む
こ
と
は
難

し
い
と
考
え
て
い
る
。

役場前交差点
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一般質問 一般質問

問ホームページの公開が必要では

今後データとして保存することが必要

過去の「広報かるまい」のＰＤＦデータ保存

町長
西
に し だ て

舘　徳
と く ま つ

松　　　　　　

問組織率の向上や育成の現状は

結成・啓発とともに広報等による周知の実施

自然災害に対する町の取り組み

町長
茶
ち ゃ や

屋　隆
たかし

【
問
】　　
町
の
行
政
や
出

来
事
を
町
民
に
伝

え
る
た
め
の
重
要
な
手
段

で
あ
る
「
広
報
か
る
ま

い
」
は
、
平
成
18
年
か
ら

現
在
ま
で
の
も
の
は
、
現

代
社
会
に
即
応
し
た
情
報

発
信
機
能
と
も
言
え
る
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
あ

り
、
誰
で
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
閲
覧
が

可
能
で
あ
る
。
そ
れ
以
前

の
昭
和
32
年
か
ら
平
成
17

年
の
も
の
は
２
冊
の
縮
小

版
に
ま
と
め
ら
れ
て
図
書

館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

広報かるまい

保
存
状
態
は
現
在
の
紙

ベ
ー
ス
で
良
い
と
考
え
て

い
る
の
か
伺
う
。

【
町
長
】　
「
広
報
か
る
ま

い
」
は
昭
和
30
年
の
市
町

村
合
併
に
よ
り
現
在
の
軽

米
町
が
施
行
さ
れ
た
後
、

昭
和
32
年
１
月
１
日
付
け

で
、
記
念
す
べ
き
第
１
号

が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
以

来
、
現
在
発
行
さ
れ
て
い

る
、
令
和
６
年
２
月
号
で

７
７
９
号
を
数
え
る
に

至
っ
て
お
り
、
そ
の
間
、

66
年
余
り
に
か
け
て
、
当

町
の
行
財
政
の
状
況
、
町

民
の
皆
様
の
暮
ら
し
、
栄

典
表
彰
な
ど
を
記
録
・
保

存
し
て
き
た
。
当
町
の
歴

史
を
振
り
返
る
う
え
で
、

貴
重
な
記
録
書
と
認
識
し

て
い
る
。
過
去
の
「
広
報

か
る
ま
い
」
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ

デ
ー
タ
保
存
は
平
成
16
年

度
ま
で
の
広
報
紙
は
紙
で

の
保
存
し
か
行
っ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。
今

後
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
と
し

て
保
存
す
る
こ
と
は
必
要

な
こ
と
と
認
識
し
て
お

り
、
更
に
歴
史
資
料
と
し

て
も
利
用
価
値
が
あ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】　　
紙
ベ
ー
ス
の
広

報
紙
は
年
月
が
経

つ
ほ
ど
保
存
状
態
が
低
下

す
る
。
後
世
ま
で
し
っ
か

り
と
残
す
た
め
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ

デ
ー
タ
処
理
を
行
い
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す

る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う

が
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

【
町
長
】　

町
村
合
併
を
経

て
様
々
な
出
来
事
等
が
集

約
さ
れ
て
い
る
。
時
間
を

か
け
て
し
っ
か
り
と
歴
史

あ
る
広
報
か
る
ま
い
を
保

存
し
て
い
き
た
い
。 町ホームページ

【
問
】　　
建
物
や
住
宅
等

の
耐
震
性
は
調
査

さ
れ
て
い
る
の
か
。

【
町
長
】　

耐
震
基
準
に
基

づ
く
町
の
住
宅
等
の
耐
震

性
の
調
査
に
つ
い
て
は
平

成
18
年
度
末
時
点
に
お
い

て
、
昭
和
55
年
以
前
に
建

て
ら
れ
た
木
造
住
宅
を
推

計
に
よ
り
調
査
し
た
と

こ
ろ
非
耐
震
化
の
割
合

が
全
体
の
約
54
％
の
２
，

２
０
５
戸
と
な
っ
て
い

る
。
町
で
は
平
成
18
年
度

か
ら
国
・
県
の
事
業
を
活

用
し
て
耐
震
診
断
と
木
造

軽米町木造住宅耐震診断支援事業申込用紙

住
宅
耐
震
改
修
工
事
の
助

成
を
行
っ
て
い
る
。

【
問
】　　
自
主
防
災
組
織

の
組
織
率
向
上
や

防
災
士
の
育
成
が
必
要
と

思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

【
町
長
】　

災
害
時
に
は
そ

れ
ぞ
れ
の
所
属
す
る
地
域

の
要
請
に
よ
り
、
避
難
や

救
助
・
救
命
、
避
難
所
の

運
営
に
あ
た
り
、
地
域
行

政
区
な
ど
公
的
な
組
織
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
達
と

協
働
し
て
活
動
す
る
、
防

災
減
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
役
割
を
強
く
期
待
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
町
と
し
て
も
自
主
防

災
組
織
の
強
化
と
併
せ
、

町
内
か
ら
一
人
で
も
多
く

の
防
災
士
を
誕
生
さ
せ
、

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
広
報
等
に
よ
る

一
層
の
周
知
と
資
格
取
得

支
援
を
継
続
し
た
い
。

【
問
】　　
災
害
対
策
の
基

本
は
、
自
分
の
命

は
自
分
で
守
る
と
い
う
備

え
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の

た
め
の
対
策
を
伺
う
。

【
町
長
】　

大
規
模
災
害
が

発
生
し
た
時
は
、
町
の
対

応
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る

た
め
、
自
分
の
身
は
自
分

で
守
る
と
と
も
に
、
普
段

か
ら
顔
を
合
わ
せ
て
い
る

地
域
や
近
隣
の
人
々
が
集

ま
っ
て
、互
い
に
協
力
し
、

防
災
活
動
に
組
織
的
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
被
害
の

軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
地
域
防
災
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
防
災
士
の
養

成
、
自
主
防
災
組
織
の
結

成
を
進
め
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
普
及
啓
発
活

動
を
進
め
て
い
く
。水害時の河川の様子
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江
え さ し か

刺家 静
し ず こ

子

一般質問一般質問 　  　　  町政調査会の活動報告次は

≪３月定例会≫採決結果を紹介
番号等 案件内容

本会議の
採決結果

議案①
軽米町課等設置条例の一部改正

〔機構改革に伴い、所要の改正をするもの〕

可　決
（全員賛成）

議案②
軽米町総合開発審議会条例の一部改正

〔機構改革に伴い、所要の改正をするもの〕

議案③
軽米町行政改革推進委員会設置条例の一部改正

〔機構改革に伴い、所要の改正をするもの〕

議案④
軽米町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正

〔行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用に関する法律の改
正に伴い、所要の改正をするもの〕

議案⑤ 一般職の職員の給与に関する条例の一部改正
〔機構改革に伴い、所要の改正をするもの〕

議案⑥ 軽米町児童クラブ設置条例の一部改正
〔軽米児童クラブの移転に伴い、所要の改正をするもの〕

議案⑦
軽米町防災会議条例の一部改正

〔機構改革に伴い、所要の改正をするもの〕

議案⑧
軽米町水道事業給水条例等の一部改正

〔水道法の改正に伴い、所要の改正をしようとするもの〕

議案⑨
令和５年度軽米町一般会計補正予算（第 10 号）

〔２億 3504 万６千円を減額し、総額 74 億 7119 万８千円〕

議案⑩
令和５年度軽米町水道事業会計補正予算（第１号）

〔資本的収入を 491 万 1 千円増額し 6640 万 8 千円〕

議案⑪
令和６年度軽米町一般会計予算

〔歳入歳出総額 66 億 2000 万円〕

議案⑫
令和６年度軽米町国民健康保険特別会計予算

〔歳入歳出総額 10 億 6745 万７千円〕
可　決

（賛成多数）

議案⑬
令和６年度軽米町介護保険特別会計予算

〔歳入歳出総額 937 万４千円〕
可　決

（全員賛成）

議案⑭
令和６年度軽米町後期高齢者医療特別会計予算

〔歳入歳出総額 1 億 2307 万７千円〕
可　決

（賛成多数）

議案⑮
令和６年度軽米町水道事業会計予算

〔収益的収入３億 3739 万２千円、同支出３億 3553 万６千円〕
〔資本的収入　　 6869 万３千円、同支出２億 8823 万６千円〕

可　決
（全員賛成）議案⑯

令和６年度軽米町下水道事業会計予算
〔収益的収入１億 5319 万３千円、同支出１億 5319 万円〕
〔資本的収入 　　6578 万円、　　  同支出 7569 万５千円〕

議案⑰
令和５年度軽米町一般会計補正予算（第 11 号）

〔990 万円を増額し、総額 74 億 8109 万 8 千円〕
議員派遣の件

〔令和 6 年度の議員派遣を認めるもの〕

可　決
（全員賛成）

人口減少・少子化対策調査特別委員会の閉会中の継続調査
〔次の定例会までの間、特別委員会の調査活動を認めるもの〕

議会改革調査特別委員会の閉会中の継続調査
〔次の定例会までの間、特別委員会の調査活動を認めるもの〕

委員会の閉会中の所管事務調査
〔次の定例会までの間、委員会の調査活動を認めるもの〕

問災害避難所としての役割は

洪水以外の災害時は避難所として活用する

かるまい文化交流センター運営と敷地から排出された廃棄物の裁判

町長

【
問
】　　
施
設
安
全
・
災

害
、
災
害
避
難
所

と
し
て
の
役
割
を
伺
う
。

【
町
長
】　
開
館
時
間
内
は

職
員
に
よ
る
巡
回
点
検
、

防
犯
カ
メ
ラ
に
よ
る
監
視

を
常
時
行
っ
て
お
り
、
夜

間
早
朝
で
職
員
が
勤
務
し

て
い
な
い
時
間
は
、
警
備

会
社
と
連
携
し
て
安
全
管

理
に
あ
た
っ
て
い
る
。
ま

た
か
る
ま
い
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
の
エ
リ
ア
は
洪
水

浸
水
想
定
区
域
と
し
て
県

よ
り
指
定
さ
れ
た
こ
と
か

ら
洪
水
以
外
の
災
害
で
避

難
所
と
し
て
活
用
す
る
。

児童クラブ（学童保育）運営
【
問
】　　
保
護
者
の
負
担

軽
減
と
し
て
利
用

料
の
引
き
下
げ
の
実
施
に

つ
い
て
伺
う
。

【
町
長
】　
利
用
料
は
月
額

５
千
円
と
し
て
い
る
が
同

時
利
用
の
場
合
は
２
人
目

以
降
５
割
免
除
、
非
課
税

の
一
人
親
世
帯
の
５
割
免

除
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
子
育
て
世
帯
の
負
担

軽
減
に
努
め
て
い
る
。
現

行
の
利
用
料
を
維
持
し
て

質
の
向
上
に
努
め
た
い
。

利
用
料
の
引
き
下
げ
の
検
討
を

現
行
の
利
用
料
を
維
持
し
て
質
の
向
上
に
努
め
る

問問町
長
町
長

宇漢米館

【
問
】　　
指
導
員
の
待
遇

に
つ
い
て
伺
う
。

【
町
長
】　

県
主
催
の
研
修

会
や
児
童
厚
生
員
研
修
な

ど
へ
の
参
加
を
積
極
的
に

進
め
て
お
り
、
支
援
員
の

資
質
向
上
に
努
め
た
い
。

学校給食
【
問
】　　
高
校
生
の
給
食

費
無
償
化
実
施
の

考
え
は
ど
う
か
。

【
町
長
】　

高
校
生
に
給
食

を
提
供
す
る
体
制
を
維
持

し
な
が
ら
、
給
食
費
の
半

額
支
援
の
ほ
か
多
く
の
支

援
を
実
施
し
て
い
る
軽
米

高
校
教
育
振
興
会
と
効
果

的
な
支
援
策
を
考
え
る
。

【
問
】　　
教
育
施
設
運
営

会
職
員
の
安
定
雇

用
に
つ
な
が
る
委
託
費
の

予
算
化
の
検
討
は
。

【
町
長
】　

安
定
的
提
供
体

制
、
安
全
安
心
な
給
食
の

実
施
に
向
け
て
財
団
法
人

軽
米
教
育
施
設
運
営
会
に

委
託
し
て
お
り
、
安
定
運

営
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

高
校
生
へ
の
給
食
費
無
償
化
の
実
施
は

教
育
振
興
会
と
効
果
的
な
支
援
策
を
検
討
す
る

問町
長

学校給食
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 　 　　　町民インタビュー
　　　　　　　　　かるまい町に住んでみて次は

町政調査会の活動報告

軽米病院との意見交換会
　

軽
米
町
町
政
調
査
会

（
大
村
税
会
長
）
は
２
月

13
日
に
、
県
立
軽
米
病
院

と
の
意
見
交
換
会
を
行
い

ま
し
た
。
葛
西
敏
史
院
長

か
ら
「
岩
手
県
立
軽
米
病

院
の
現
状
と
課
題
」
の
講

義
を
し
て
い
た
だ
き
、
県

北
医
療
の
現
状
や
医
師
不

足
に
つ
い
て
様
々
な
課
題

が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。
ま
た
質
疑
応
答
で

も
活
発
に
意
見
や
質
問
が

出
て
充
実
し
た
意
見
交
換

会
に
な
り
ま
し
た
。

軽米町町政調査会副会長司会進行 軽米病院と軽米町議会の集合写真

　

まちの名所めぐり vol. ④

　

観
音
林
の
一
里
塚

は
町
内
に
現
存
す
る

唯
一
の
一
里
塚
で

す
。
観
音
林
集
落
に

は
、
八
戸
街
道
を
唯

一
参
勤
交
代
に
利
用

し
た
八
戸
藩
主
が
休

憩
す
る
「
御
仮
屋
」

が
あ
り
、
こ
の
観
音

林
集
落
の
は
ず
れ
に

観
音
林
一
里
塚
が
あ

り
ま
す
。
現
在
は
北

側
の
１
基
の
み
残
っ

て
い
ま
す
。

観音林の一里塚

町内に現存する唯一の一里塚 観音林の一里塚

入 選岩手県町村議会広報コンクール

　　　　「入選（一席）」を受賞

　

令
和
５
年
度
の
岩
手
県

町
村
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
で
、
入
選
一
席
を
受
賞

し
ま
し
た
。
コ
ン
ク
ー
ル

で
の
受
賞
は
令
和
３
年
度

以
来
４
度
目
の
受
賞
と
な

り
ま
す
。
審
査
で
は
、
レ

イ
ア
ウ
ト
や
余
白
の
使
い

方
が
秀
逸
、
項
目
ご
と
に

明
確
化
し
て
内
容
を
詰
め

込
み
す
ぎ
な
い
紙
面
な
ど

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
町
民
の
皆
さ
ま

に
手
に
取
っ
て
も
ら
い
、

読
み
や
す
く
分
か
り
や
す

い
広
報
紙
づ
く
り
に
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

　今回の受賞大変うれしく思いま
す。町民の皆さんに読んでもらう
為にはどうあればいいのか、委員
みんなで研修を重ね、意志の疎通
を図り、取り組んできました。そ
の成果が認められたと思います。
今後も委員みんなで頑張って参り
ます。　　　　委員長：田村せつ

　町民の皆さんが議会のことに、
興味を持ってもらえるような議会
広報紙になるよう取り組んできま
した。これからも委員全員で読み
手に解りやすく、手に取ってもら
えるような広報紙の作成を心がけ
ていきたいです。　
　　　　　　　副委員長：上山誠

意志の疎通が大切

広報紙が入選して 議会報編集常任委員会
軽米町町政調査会会長挨拶

【放課後児童クラブ】
　

農
村
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
旧
軽

米
幼
稚
園
へ
場
所
が
移
転
と
な
っ
た
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
。
実
際
に
移
転
し
て

ど
こ
が
良
い
か
と
児
童
に
質
問
し
た
と

こ
ろ「
こ
っ
ち
の
方
が
広
く
て
楽
し
い
」

と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
た
。
そ
の
他
に

今
年
か
ら
児
童
ク
ラ
ブ
に
来
て
「
別
の

学
校
の
人
と
遊
べ
て
う
れ
し
い
」
と
い

う
児
童
も
い
た
。
広
く
な
り
の
び
の
び

と
遊
べ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
思

い
の
遊
び
方
で
楽
し
ん
で
い
た
。

今回の表紙
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田村　せつ
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甲斐　鉦康
中村　正志
茶屋　　隆

か
る
ま
い
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かるまい町に住んでみて

二戸市出身　（鶴飼）
夫・長男・長女・義父・義母・義曾祖母の７人家族

　　町民インタビュー Vol.㉞
　 　つるがい  めぐみ

鶴飼　恵 さん

長男・ 琥
こ た ろ う

太郎くん

　

結
婚
を
機
に
軽
米
へ

☟
軽
米
町
で
暮
ら
す
き
っ
か
け
は
？

　
二
戸
市
で
暮
ら
し
て
い
ま
し

た
が
、
結
婚
を
機
に
家
族
で
軽

米
町
で
暮
ら
す
こ
と
に
し
ま
し

た
。

☟
軽
米
町
に
来
る
前
や
来
て
か

ら
の
印
象
は
？

　

軽
米
高
校
に
通
っ
て
い
た
の

で
非
常
に
懐
か
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
穏
や
か
で
の
ん

び
り
と
し
た
空
気
感
の
町
だ
と

思
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
出
演
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
主
に
町
外
か
ら
軽
米
町
に
来
ら
れ
た

方
で
、
町
へ
の
提
言
、
思
い
な
ど
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

議
会
事
務
局
又
は
お
近
く
の
町
議
会
議
員

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募集しています

軽
米
町
議
会
だ
よ

り
は
こ
ち
ら
か
ら

長女・悠
ゆうり

里ちゃん

 　

こ
れ
か
ら
必
要
な
こ
と

☟
今
後
の
軽
米
町
に
必
要
だ
と

思
う
こ
と
は
？

　
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
他
に

洋
野
町
や
二
戸
市
に
あ
る
よ
う

な
、
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

よ
う
な
施
設
、
場
所
が
あ
れ
ば

非
常
に
助
か
り
ま
す
。

夫・直
なおき

樹さん

　

子
育
て
支
援

☟
軽
米
町
の
良
い
と
こ
ろ
は
？

　
子
ど
も
の
医
療
費
が
無
料

で
、
他
県
の
病
院
で
も
戻
っ
て

く
る
の
で
、
育
児
の
補
助
や
出

産
ま
で
の
補
助
が
充
実
し
て
い

て
他
の
市
町
村
よ
り
も
補
助
が

多
く
子
育
て
の
負
担
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
良
い
と

こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

☟
更
に
良
い
町
に
す
る
た
め
必

要
だ
と
思
う
こ
と
は
？

　

入
学
す
る
際
に
必
要
に
な
る

教
科
書
や
体
操
着
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
購
入
費
な
ど
の
補
助
が
あ

れ
ば
よ
り
子
育
て
の
し
や
す
い

町
に
な
る
と
思
い
ま
す
。


